
　平成 25年 12月 20日から約 7年
4か月間、教育長として「広川町の
活性化は質の高い教育にある」とい
う思いで、教育行政に携わらせてい
ただきました。
　就任当時、子どもたちの学力を向
上させるため、町費で教員や支援員、
指導主事を雇い、教師の指導力向上
や授業改善に努めました。指導主事
には実際に教師の授業を見てもらい、
改善点を指導してもらいました。そ
れと並行し、福岡県教育委員会の指
定・委嘱を受けた研究に力を入れた
結果、小学生の学力は全国平均を超
え、中学生の学力は平均と同じくら
いになりました。平成 28 年から取
り組んでいるコミュニティスクール

　今年４月１日から３年間、前任の
吉住教育長をはじめ、歴代教育長が
長年築き上げてこられた広川町の教
育行政に携わらせていただくことに
なりました。
　今年 3月まで南筑後地区の中学校
に勤めていたので、学校が子どもや
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（地域とともにある学校づくり）によ
り、地域・家庭の連携協働が充実し
たことも、子どもたちの学力が向上
した理由の一つだと思います。
　地域の皆さまには、さまざまなか
たちで小・中学校を支援していただ
くとともに、教育行政にもご協力い
ただき、心から感謝いたします。

先生の活躍だけでなく、保護者や地
域の人などの多大な支援のもとに成
り立っていることを経験しています。
皆さまの無償の協力を得るたびに頭
が下がる思いでした。
　学校だけでは学校経営は成り立ち
ません。地域・家庭・行政が連携して、
一緒に子どもを育てるという意志が
必要です。自ら考える子ども、それ
を教え導く先生、それを支え、見守
る保護者や地域の人がいるという
「宝」を大切にしながら、地域ととも
にある学校づくりに努めていきます。
　現在学校には、子どものいじめや
不登校、先生の長時間労働など、多
くの課題があります。今後、皆さま
の力をお借りしながら、広川町の教
育行政に全力で取り組んでいきます。

問教育委員会事務局学校教育係　☎ 0943-32-0093

学校教育

新

前

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に

感
謝
い
た
し
ま
す

広報ひろかわ 2021 年 5 月号︱20

広
川
町
の
教
育
の
発
展
に

尽
く
し
ま
す



1確かな学力の育成
▫全国・県学力調査で全国平均を超える。
▫��家庭学習時間について、小学校６年生で
60分以上が 70％以上、中学校３年生で
90分以上が 60％以上を上回る。

［主な事業］
・�福岡県教育委員会指定の研究発表会�
（学力向上）
・�町雇用 ICT 支援員、ALT、
常勤・非常勤講師、学習
支援員、特別支援介助員
の配置

・広川中学校放課後学び道場

2豊かな心の育成
▫�夢や希望をもつ児童生徒の割合を伸ばす。
▫��規範意識を高める。
▫��いじめ・不登校児童生徒の数が前年度を
下回る。

［主な事業］
・�町雇用教育相談主任やスクールソーシャル
ワーカー、スクールカウンセラーの配置
・�持とう「私の夢」講演会
・�ふくおかアクション 3
・道徳教育の充実
・�いじめ問題早期発見調査
・いじめ問題対策連絡協議会

3健やかな体の育成
▫��新体力テストのすべての項目の合計が全
国平均を上回る。
▫��全国学習状況調査の朝食の摂取率が、小
中学校共に全国平均を上回る。

［主な事業］
・町内小学校合同陸上大会
・�「1校 1取組」運動
・�小学生体育支援サポー
ター委託

4地域とともにある学校づくりの推進
▫�教育週間中の各学校への参観者が、学校
が設定した目標値を上回る。
▫�地域と学校が連携して、健やかな子ども
を育む協働事業の活性化を図る。

［主な事業］
・学校教育説明会
・学校訪問
・学校運営協議会
・教育力向上本部協議会

6教育設備や教育環境の整備
▫�学校の教育環境を整備する。
［主な事業］
・全小学校の特別教室空調設備の設置

令和３年度　学校教育重点目標

5教職員の資質向上
▫�町が募集する教育実践研究への応募数が
各校 1点を上回る。
▫��県が募集するふくおか教育論文への応募
数が各校 1点を上回る。

［主な事業］
・小中教科等研究会
・�広川町基本・課題
研修
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